
敬老乗車証の改悪を許すな
　「敬老乗車証守ろう」連絡会のみなさんと声をあげ、お年寄りの社会参加と介護予防に大きな役割
を果たす敬老乗車証への応益負担方式の押し付けに、今年度はストップをかけることができました。

http://yamada-kouji.jp/
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商売繁盛」

営業と暮らし守って一直線
　「産業戦略ビジョン骨子案」に対する質疑で、地域経済が活性化するためには、地域内再投
資で経済の循環を促進することが必要と求めました。市長は、IT産業等、成長分野における
新産業・新事業創出支援を強調していますが、何より、家族経営で、地域でがんばる中小企
業の支援が必要です。
　零細業者の厳しい実態を示し、行政区ごと、業種ごとのきめ細かい政策が必要だと追及し
ました。京都市は、「小規模事業者の状況は厳しい」と認め、「小規模企業振興法の理念のもとに、
下支え、きめ細かい支援を行う」との答弁を引き出しました。
　実効ある取り組みを引き続き求めていきます。
　また、京都経済の宝である中小企業の振興へ、中小企業振興基本条例の制定を求めました。

　一昨年の消費税増税で深刻な増税不況です。この上、10%への増税は暮らしも経済も破壊します。　この間、「成長戦略」の名で行われた法人税減税や累進課税の緩和は金持ち減税。累進課税の強化等、負担能力に応じた税制改革で財源を確保し消費税増税の中止をと求めました。　さらに、地方法人税の国税化の中止も求めました。

実態にあわない「待機児ゼロ」
　「2年連続保育所待機児ゼロ」どころか、不承諾通知に、京都市役所前でも「保育所落ちた」と怒りの
行動が取り組まれました。「隠し待機児」「不本意入所」に怒りが爆発。「2人の子供を2ヵ所の保育所に
別々に預けざるを得なかった」と、涙ながらの訴え。数字合わせの「待機児ゼロ」からの転換が必要です!

中小企業振興
基本条例の制定を

どんなお困りごとでもお寄せください

京都経済の宝

安心・安全な住みよい街を
　地域の様々な要望をお聞
きし、西部土木事務所や関
係機関に働きかけ、実現し
てきました。

消費税増税の中止を●�「三条通りの狭い歩道の段差で、自転車の転倒事故が多発す
る」とお聞きし、反射板をつけていただきました。（写真右）

●�細街路のマンホールの段差解消や、カーブミラーの設置。（写真中）

●�安井小学校の南の住宅や西院学区では、大雨のたびにトイレ
から下水が逆流するとお聞きし、下水管の接続の改善や雨水
マスを増設し、喜んでいただきました。（写真左）

●�長年の要望であった阪急西院駅のバリアフリー工事も始ま
り、西院地域一帯の整備も始まっています。
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